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さ
る
五
月
の
市
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
・
フ
ル
ス
タ
ー
町
と
姉

妹
都
市
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
こ

と
は
す
で
に
市
報
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。

こ
の
姉
妹
都
市
提
携
を
記
念

し
て
、
Ⅲ
月
扣
日
高
萩
工
業
高

校
体
育
舘
に
お
い
て
「
高
萩
市

十
王
町
と
プ
ル
ー
ス
タ
ー
町
の

蕊
織篝 識鍵識鍵

認識燕 蕊

記
念
通
話
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

会
場
に
は
市
内
小
中
学
生
三

百
人
、
関
係
者
多
数
が
集
り
、

九
時
よ
り
記
念
式
典
が
行
わ
れ

九
時
二
十
分
よ
り
参
議
院
議
員

郡
祐
一
先
生
の
矛
一
声
に
よ

り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
交
換
さ
れ
ま

し
た
。当
日
メ
ヅ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た

か
た
は
次
の
方
々
で
す
。

○
参
議
院
議
員
郡
祐
一
○
高

萩
市
長
安
村
篤
○
十
王
町
長
根

本
武
雄
○
十
王
町
議
会
議
長
樫

村
禎
一
○
高
萩
市
婦
人
会
代
表

大
森
キ
ク
○
十
王
町
婦
人
会
代

表
石
塚
カ
ツ
○
高
萩
中
学
校
三

年
迎
純
嗣
○
櫛
形
小
六
年
星

勉
○
高
萩
市
議
会
議
長
豊
田
武

門
○
同
萩
商
工
会
長
石
安
太

ｋ

な
お
希
望
通
話
か
行
わ
れ
高

萩
工
業
尚
校
三
年
皆
川
洋
治
君

刑
萩
尚
校
二
年
志
賀
洋
子
さ
ん

た
ち
の
英
会
話
で
自
由
な
話
し

合
い
が
行
わ
れ
な
ご
や
か
な
ふ

ん
い
き
の
う
ち
に
十
時
三
十
分

終
了
し
ま
し
た
・

市
長
の
送
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
プ
ル
ー
ス
タ
ー
町
長
〈
ワ
ー

ド
・
ガ
ン
プ
ル
氏
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
公
開
し
ま
し
よ
う
。

私
は
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
川
長
、
人
々
が
平
和
と
繁
栄
と
進
歩
を
私
ど
も
プ
ル
ー
ス
タ
ー
町
と

ハ
ワ
ー
ド
ガ
ン
ブ
ル
で
あ
り
理
解
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
双
子
姉
妹
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
高

ま
す
。
う
。
萩
市
お
よ
び
十
王
町
と
の
末
永

日
本
の
友
だ
ち
の
皆
様
と
お
私
ど
も
の
姉
妹
都
巾
関
係
は
い
姉
妹
都
市
関
係
の
将
来
に
つ

話
で
き
る
こ
と
は
、
私
の
非
常
長
足
の
進
歩
を
と
げ
よ
う
と
し
い
て
、
大
い
な
る
期
待
を
持
つ

な
喜
び
で
あ
り
ま
す
、
私
は
こ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
た
ん

の
広
大
な
世
界
が
衛
星
通
信
に
ま
す
が
、
そ
の
一
方
の
側
と
な
に
日
米
両
国
だ
け
で
な
く
、
大

よ
っ
て
次
矛
に
小
に
か
か
わ
ら

狭
く
な
り
つ
つ
ハ
ワ
ー
ド
・
ガ
ン
ブ
ル
ず
世
界
の
す
べ

あ
る
こ
と
に
つ
て
の
国
を
住
承

ブ
ル
ー
ス
タ
ー
町
長
メ
ヅ
セ
ー
ジ
よ
場
所
に
し

い
て
常
に
畏
敬

の
念
を
抱
い
て
よ
ぅ
と
す
る
も

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
の
希
つ
た
こ
と
を
非
常
に
誇
り
に
思
の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
は
た
い

望
で
あ
る
と
と
も
に
、
あ
な
た
う
も
の
で
あ
り
ま
す
、
私
ど
も
へ
ん
楽
し
く
話
さ
せ
て
い
た
だ

方
も
同
じ
お
気
持
で
あ
ろ
う
と
の
町
は
人
口
こ
そ
少
い
の
で
あ
き
ま
し
た
が
、
近
い
将
来
、
皆

思
い
ま
す
。
り
ま
す
が
、
距
離
を
克
服
し
て
様
に
お
途
い
し
、
本
日
遠
く
離

衛
星
通
信
は
こ
の
よ
う
に
人
友
情
と
親
善
の
か
け
橋
を
か
け
れ
て
お
話
し
ま
し
た
事
を
実
際

食
を
近
づ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
る
熱
意
と
願
望
に
か
け
て
は
人
に
目
に
し
た
い
も
の
と
希
望
い

し
た
が
、
や
が
て
は
世
界
中
の
後
に
落
ち
な
い
の
で
あ
り
ま
す
た
し
ま
す
。

私
は
高
萩
市
長
の
安
村
篤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
、
プ
ル
ー
ス
タ
ー
町
と
姉
妹
都
市
提
携
後
、
最
初
の
行
事
と

し
て
、
メ
ヅ
セ
ー
ジ
の
交
換
が
で
き
る
こ
と
は
、
私
の
最
も
欣
快
と

す
る
と
こ
ろ
矛
あ
り
ま
す
．

い
ま
や
全
世
界
の
国
民
は
共
に
手
を
携
え
て
、
世
界
平
和
実
現
の

理
想
に
向
っ
て
進
も
う
と
努
力
を
〈
づ
け
て
い
主
す
。

同
じ
地
球
上
に
在
っ
て
、
国
是
忠
異
な
り
、
理
念
鴫
相
反
す
る
新

旧
百
余
の
祁
先
を
異
に
す
る
大
国
小
国
の
雑
居
す
る
な
か
で
、
世
界

は
大
き
な
変
化
を
示
し
、
鷲
典
的
に
進
歩
発
達
し
て
い
ま
す
。

睡
鍜
安
村
市
長
メ
ヅ
セ
ー
ジ
ジ
の
交
換

メ
リ
セ
ｌ

も
、
一
苛
前
ま
で
に
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

姉
妹
都
市
提
携
に
よ
り
両
都
市
は
勿
論
、
両
国
は
今
後
友
情
関
係

を
結
ぶ
と
と
も
に
、
喋
業
、
文
化
の
交
流
を
は
か
る
す
ば
ら
し
い
こ

と
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支

援
を
た
ま
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
あ
な
た
の
町
が
益
々
発
展
さ
れ
ん

こ
と
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
末
長
く
友
情
の
き
ず
な
が
続
く
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。
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議 長
手
｛
１
）

だ
ひ
で
き
も

吉
田
秀
吉

大
字
高
戸
二
○
五
、
明
治
四
十
一
年

二
月
二
十
五
日
、
無
所
属
、
会
社
社

長
、
市
議
五
期
、
議
席
八
番

口経済常任委員会……市の農林帝産業、商工観光哨業など産業の

発展振興策を審議します。

口建設常任委員会……市の道路、港湾、橘りょう、都市計画など

の建設料業を群賎します。

文教厚生常任委員会
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■

灘
”

総務常任委員会
戸
・
』
・
・
字
面
・
■
・
■
】
。
。
・
・
・
・
■
ご
配
』
』
・
・
・
』
』
閏
・
二
画
ロ
』
二
画
・
■
』
二
コ
画
二
国
・
』
・
酉
・
』
・
一
・
一
画
駒
｝
】
一
・
・
・
口
■
肉
・
口
】
』
毎
』
』
由
・
・
・
画
■
一
■
■
・
・
・
・
卓
画
・
画
・
・
二
口
』
一
・
』
・
卓
・
画
一
壺
・
一
一
鞘
・
・
一
・
Ｆ
』
・
画
・
二
・
二
・
『
一
『
一
二

1驚講鰯 1稗ｵ ﾆﾆﾆﾆ

峯鰯；『;
,識『 ﾃ
*f

』職蟻
二F ﾆﾆﾆ 目 目ﾆ

E ﾆ

¥辛
群瀞
｣ ＃

癖 鍵

1蕊
篭灘

＝

蕊ﾆ ﾆ ｭ

蕊
蕊

霧『 可

お
や
ま
ま
さ
お

小
山
政
男

大
字
上
手
綱
一
、
六
一
五
、
明

治
三
十
九
年
十
二
月
十
六
日
、

無
所
属
、
農
業
、
市
議
初
期

議
席
五
希 な

か
じ
ま

副
中
島

大
字
秋
山
二
、
四
三

九
年
十
二
月
二
十
五

共
産
党
、
団
体
役
員

期
、
議
席
三
番

す
ず
ざ
ふ
じ
を

正
、
鈴
木
藤
雄

大
和
町
二
の
一
四
、
川
治
二
十

四
年
一
月
二
日
、
無
所
属
、
会

社
社
長
、
市
議
五
期
、
議
席
二

十
番

た
じ
ま
け
ん
じ

田
島
研
治

高
浜
町
三
の
一
五
、
大
正
十
四

年
十
一
月
二
十
三
日
、
公
明
党

新
聞
取
次
店
、
市
議
二
期
、
議

席
四
番

す
ず
き
あ
さ
き

正
・
鈴
木
朝
記

大
字
横
川
九
八
五
、
明
治
三
十

四
年
四
月
二
日
、
無
所
属
、
農

業
、
市
議
二
期
、
議
席
六
番

ふ
じ
い
ゑ
の
る

副
藤
井
実

有
明
町
二
の
六
六
、
明
治
四
十

一
年
十
二
月
十
八
日
、
無
所
属

無
垢
、
市
識
三
期
、
議
席
十
一

番

，
ド
診
斗
ハ
カ

望
旱

一
、
大
正

日
日
本

市
議
四一

冒
ゞ
こ
｝
｝
｝
↑
》
二
二
』
二
一
二
・
・
二
｝
｝
｜
↑
《
《
言
『
言
｝
二
一
一
号
一
《
｜
ゞ
』
・
二
三
言
・
・
言
｝
『
・
｝
二
言
・
こ
こ
・
言
．

◇

監

査

委

員

（

議

会

選

出

）

蕊

為
副
哩
壊
佑

i蕊｛響
蕊癒;”

鱗雰、
…: ￥… 職簿鴬

あ
さ
ひ
ひ
み
ゆ
き

朝
日
博
之

大
字
秋
山
一
、
四
五
三
、
大
正

十
二
年
六
月
十
四
Ｈ
、
無
所
属

農
業
、
市
歳
初
期
、
議
席
九
番

士
士
北
族
と
も
い
き

大
和
田
知
之

有
川
川
一
の
二
○
、
大
正
三
年

一
月
一
日
、
雛
所
属
、
旅
館
難

市
議
四
期
、
議
席
十
六
将

こ
人
門
う
こ
う
い
ち

近
藤
孝
一

大
字
秋
山
三
八
八
の
二
、
大
正

十
三
年
一
月
三
十
一
日
、
公
明

党
、
食
料
品
販
売
業
、
市
議
初

期
、
織
席
七
番

し
り
戎
く
舵
力
み
ご

飯
田
邦
昭

大
字
島
名
二
、
一
五
九
、
昭
和

八
年
十
月
五
日
、
無
所
属
、
製

殺
麺
業
、
市
議
初
期
、
離
席
二

十
四
番

き
た
ぱ
た
け
の
ぶ
お

北
畠
暢
男

大
字
下
手
綱
五
九
四
、
大
正
九

年
十
月
二
十
三
日
、
無
所
属
、

会
社
員
、
市
議
初
期
、
議
席
二

十
三
番

の
だ
い
晶
と
し

野
田
家
利

有
明
町
一
の
三
○
、
大
正
六
年

一
月
二
十
九
日
、
無
所
属
、
会

社
員
、
市
議
二
期
、
議
席
十
八

番

議
長
に
吉
田
秀
吉

氏
、
副
議
長
に
阿

部
正
寿
氏
を
選
出

扣
月
訂
日
、
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
に
よ
っ
て
、
新
し
く
誕

生
し
た
市
議
会
議
員
さ
ん
に
よ

る
初
議
会
は
Ⅲ
月
羽
日
午
前
９

時
か
ら
全
員
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

◇
：
。
…
会
議
は
、
最
年
長
の
小

野
公
道
議
員
（
六
八
才
）
が
正

式
の
議
長
が
決
ま
る
ま
で
臨
時

議
長
を
つ
と
め
、
離
席
を
指
定

し
た
あ
と
議
長
選
挙
が
行
わ
れ

議
長
に
吉
川
秀
古
氏
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
続
い
て
副
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
副
縦
長
に
阿
部
正

寿
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◇
…
…
次
に
高
萩
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
改
正
議
案
が
大

和
田
知
之
議
員
よ
り
提
出
ざ
れ

原
案
を
可
決
、
総
務
委
員
会
六

人
、
文
教
厚
生
委
員
六
人
経
済

委
員
会
六
人
、
建
設
委
員
会
六

人
に
改
め
ら
れ
、
上
表
の
よ
う

な
構
成
に
な
り
ま
し
た
“

◇
‐
・
…
な
お
当
Ｈ
各
和
委
員
の

選
出
も
行
わ
れ
ゞ
監
杏
委
員
、

都
市
計
画
地
方
群
議
会
委
員
、

高
萩
、
北
項
城
と
畜
場
組
合
の

議
員
、
議
会
運
営
委
員
を
選
出

し
午
後
四
時
閉
会
し
ま
し
た
、

当
日
決
ま
っ
た
各
委
員
さ
ん

は
次
の
通
り
で
す
。
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副議長

塵あ
ぺ
せ
い
じ
ゆ

阿
部
正
寿

大
字
上
手
綱
二
、
八
○
二
、
明
治
四

十
一
年
一
月
十
五
日
、
無
所
属
、
会

社
役
員
、
市
議
二
期
、
議
席
十
五
希

一 ロ
ケ
■
Ｂ
・

』
ひ
。
や
賂

口総務常任委員会･…･ ･市の綜合的な政轆、予煉、決算、他の

委員会に属さない事項を審議します。

口文教厚生常任委員会.．…･学校教育や社会教育、文化事業、市民

の保健、衛生問題を審織します。

経済常任委員会建設常任委員会
q 』凸』

1蝿 鳥

蕊 詮
舞
悲
禰

属
農
業
、
市
議
五
期
、
議
席
川

議
↓
”

一
』
由
Ｆ
由
邑
・
年
■
画
巳
■
■
』
凸
字
面
一
画
一
・
一
一
甲
戸
』
一
国
ロ
ー
』
』
』
』
一
・
・
』
』
』
岸
・
画
』
】
・
』
・
・
・
・
・
幸
『
一
年
』
】
ロ
ロ
・
・
■

す
ず
ぎ
ょ
し
ゆ
き

正
鈴
木
好
之

大
字
島
名
一
、
一
四
九
、
大
正

三
年
五
月
二
十
三
日
、
無
所
属

農
業
、
市
議
五
期
、
議
席
十
二

番

お
お
く
ぼ
ぎ
ょ
し
Ｉ

副
大
久
保

大
字
上
手
綱
一
、
二
一
、
峠
岬
ゾ
…
・
…
：
：
…
…
・
…
・
・
・
…
・
・
・
…
…
…
：
、

利
五
年
三
月
九
日
、
日
本
社
会
Ⅲ
“

Ⅱ
紹
介
の
例
Ⅱ

。
■
■

党
、
団
体
役
員
、
市
議
四
期
、
Ⅱ
．

議
席
二
十
一
番
Ⅲ
。
‐
酢
名
前
の
上
の
正
は
常
任
委
員
長
、
訓
は
剛
函

■
■
■

町
“
Ⅲ
釦
委
員
長
、
住
所
、
生
年
月
日
、
所
属
政
党
一

・
■
■

叩

た
な
や
た
つ
お
Ⅱ

棚
谷
立
夫
岬
弛
転
莱
、
市
会
議
員
の
任
期
は
何
期
Ｈ
、
番
酎

大
字
秋
山
二
四
四
、
大
正
五
年
Ⅲ
》
号
は
溌
席
需
号
で
す
。

十
一
月
七
日
、
無
所
属
、
米
穀
Ⅷ
即

業
市
謹
一
期
議
席
十
二
一
鴬
、
…
…
：
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
／

Ⅲ

お
だ
ぎ
し
ろ
う
騨

正
小
田
木
四
郎
》

大
字
安
良
川
十
八
、
明
治
四
十
《

三
年
六
月
十
三
日
、
無
所
属
、
轆

会
社
社
長
、
市
議
二
期
、
議
席
密

十
番
》
》

お
の
こ
う
ど
う

副
小
野
公
道

大
字
赤
浜
一
、
九
八
一
、
明
治

三
十
二
年
五
月
二
日
、
無
所
属

農
業
、
市
議
二
期
、
議
席
二
番

Ⅱ

巽

曝

Ｍ

砥
嘩
開
Ⅱ
釣
糾
翁
輔

霞

お
お
つ
な
お
て
る

大
都
直
輝

大
字
秋
山
二
○
○
、
明
治
三
十

九
年
二
月
二
十
八
日
、
無
所
属

農
堆
、
市
議
二
期
、
蔬
席
十
七

番

北
北
た
か
と
く
Ｉ
》

大
高
徳
次
一

大
字
安
良
川
九
三
、
大
正
六
年
一

十
一
月
二
十
六
日
、
無
所
属
、
一

会
社
社
長
、
巾
議
初
期
、
議
席
一

十
九
禍

さ
と
う

し
ょ
う

佐
藤
正

大
字
石
沌
二
、
円
七
一
、
川
治

四
十
一
年
八
月
一
日
、
無
所
属

牛
乳
処
理
販
売
紫
、
市
議
三
期

議
席
十
四
番

さ
が
わ
や
す
ま
さ

佐
川
安
応

大
学
大
能
三
四
、
大
正
十
四

年
一
月
↑
Ｈ
、
無
所
属
、
股
業

市
縦
初
期
、
議
席
二
十
二
群

二

・
・
ロ

大
和
田
知
之

◇
都
市
計
画
地
方
審
議
会
委
員

が
川
政
男

大
高
徳
次

大
都
直
輝

伽
川
武
門

◇
高
萩
、
北
茨
城
と
帝
場
組
合

議
員
（
七
人
）
州
川
秀
古

藤
井
実

鈴
木
藤
僻

中
肋
盤

佐
藤
正

、
－
．
、
－
～

川
Ⅲ
オ
処
Ｎ

鈴
木
好
之

◇
議
会
運
営
委
員
会
委
員

委
員
長
臘
田
武
門

副
〃
小
川
木
四
郎

委
員
野
閉
家
利

″
中
階
豊

″
棚
呑
立
夫

″
大
都
直
輝

″
川
島
研
治

″
小
川
政
男

▼
当
日
の
有
樵
君

男
九
、
一
三
四
人

女
九
、
七
八
一
人

計
一
八
ゞ
九
一
五
人

▼
投
票
総
数

弱
八
、
二
三
○
人

女
九
、
一
二
五
人

計
一
七
、
三
五
五
人

▼
投
票
率

九
一
・
七
五
％

市
議
選
挙
投
票
メ
モ

－489－
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プ
ロ
・
〈
ン
ガ
ス

灰
皿
の
あ
る
場
所
で
た
・
は
こ
ぞ
れ
巾
社
会
福
祉
協
縦
会
に
川
々
の
た
め
に
今
後
し
も
柔
な
さ

は
、
回
収
近
家
庭
の
燃
料
と
し
て
を
吸
う
御
悩
や
マ
ッ
チ
の
燃
え
一
け
ら
れ
ま
し
た
。
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

非
常
に
普
及
し
、
そ
の
需
要
が
さ
し
を
、
や
た
ら
に
投
げ
す
て
｝
巾
社
会
峠
附
祉
協
淡
会
は
少
舶
す
。

急
増
し
イ
．
し
ま
す
が
、
そ
の
ポ
な
い
羽
慣
を
養
っ
て
下
さ
い
。
一
の
財
源
の
小
か
ら
牛
活
に
困
つ

ン
ベ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
必
、
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
１
ｌ
●
！
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｉ
ｌ
，
Ｉ
ｌ
１
ｆ
ｌ
１
ｉ
ｌ
Ｉ
‐

ず
し
も
適
正
な
置
き
場
所
が
え

高
萩
、
北
茨
城
と
畜
場
着
工
す
る
高
萩
中
体
育
舘
も

ら
ば
れ
、
安
全
な
置
き
方
が
な

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
建
設
中

高
萩
、
北
茨
城
と
帝
場
は
、
投
入
ざ
れ
ま
ず
。

状
で
す
。

市
内
に
高
浜
町
三
丁
目
一
六
三
処
理
方
式
は
電
殺
方
式
で
活
高
萩
中
学
校
屋
内
体
育
舘
の

各
家
庭
で
は
販
売
業
省
と
と
番
地
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
性
汚
泥
法
を
採
用
し
た
。
近
代
起
工
式
が
扣
月
略
日
行
わ
れ
、

も
に
次
の
点
を
再
確
認
し
て
下
り
十
一
月
十
三
日
現
地
に
お
い
的
な
方
法
が
導
入
さ
れ
て
お
り
た
だ
い
ま
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で

さ
い
・

て
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
す
。

的
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所

進
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
と
帝
場
は
高
秋
市
、
北
完
成
は
媚
年
３
月
Ⅲ
日
予
定

や
空
気
の
流
通
の
亜
慣
場
所
に
茨
城
巾
が
共
同
で
建
設
す
る
も
で
す
が
、
こ
の
完
成
後
は
生
旅

こ
の
体
育
舘
は
市
内
小
中
学

は
置
か
な
い
で
下
さ
い
・

の
で
工
事
徴
四
九
四
七
万
円
が
性
が
向
上
さ
れ
、
コ
ス
ト
引
下
校
最
初
の
も
の
で
、
総
工
事
費

㈲
強
風
や
地
震
の
と
き
に
は

げ
に
よ
る
衛
生
二
、
四
六
○
万
円
、
二
○
七

謹

転
倒
し
な
い
よ
う
に
「
ワ
ク
か

こ
い
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

ｎ
時
女
ガ
ス
洩
れ
を
業
者
に
、

点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

◎
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
励
、

行
し
ま
し
ょ
う
。

篭

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
全
国

的
に
年
を
増
加
の
傾
向
に
あ
り

こ
れ
を
火
災
の
発
生
し
た
時
間

蕊蕊慧雲謹

ま
た
程
た
ば
こ
は
危
険
で
す
か
う
。

ガ
ス
器
具
の
手
入
れ
ら
や
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
〃
い
ま
投
げ
た

寝
る
前
に
火
の
点
検
を
ぅ
．
特
に
酒
に
酔
っ
た
時
の
寝
君
の
タ
バ
コ
が

た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
火
事
の
も
と
〃

今
年
も
ま
た
火
別
に
調
べ
て
み
ま
す
と
、
夜
間
一
こ
の
程
島
名
二
、
三
Ｕ
一
番
て
い
る
人
や
、
身
体
障
害
者
、

Ｊ
１
Ⅱ
Ｉ
０
ｒ
Ｊ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｊ
０
災
の
多
発
期
に
入
特
に
寝
入
り
ぱ
な
と
熟
脈
中
に
一
地
公
文
一
郎
氏
よ
り
「
社
会
福
老
人
、
恵
ま
れ
な
い
児
童
な
ど

り
ま
し
た
の
で
、

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
〕
枚
間
一
祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
に
対
す
る
福
祉
事
業
を
お
し
進

桑
な
さ
ん
次
の
三
の
火
災
に
死
者
が
多
い
の
は
脈
と
香
典
の
一
部
よ
り
一
万
円
を
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
寄
贈
ざ

点
に
は
と
く
に
ご
眠
中
で
火
災
を
発
見
す
る
こ
と
一
秋
山
小
学
校
生
徒
（
惟
名
）
よ
れ
た
も
の
で
す
。

注
意
下
さ
い
・

が
遅
れ
る
た
酌
で
す
。
り
自
分
の
誕
生
祝
い
の
小
使
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
こ

◎
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
適
正
な
べ
椎
膿
原
碓
職
思
維
一
叩
公
文
一
郎
さ
ん
よ
り
善
意
の
川

置
き
場
所
と
置
き
せ
ま
し
よ
う
．
．
Ⅲ
ブ
レ
ゼ
ン
ー
ｒ
／

方
を
再
確
偲
し
ま
○
た
ば
こ
、
投
げ
す
て
と
堰
た
忠
ま
れ
な
い
子
潜
も
に
あ
げ
て
の
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
し
て

し
よ
う
。

ぱ
』
｜
は
や
勘
ま
Ｌ
よ
う
。
一
下
さ
い
と
四
百
五
拾
川
を
そ
れ
お
り
ま
す
日
頃
恵
ま
れ
な
い
人

Ⅶ
月
四
Ｈ
か
ら
訓
日
ま
で
埼

玉
眼
宇
都
宮
家
畜
市
場
に
お
い

て
行
わ
れ
た
、
鮪
九
回
関
東
肉

牛
共
進
会
で
、
高
萩
で
生
れ
、

高
萩
で
育
っ
た
牛
か
見
事
に
優

歳
末
助
け
合
い
運
動
に

ご
協
力
下
さ
い
／

共
同
募
金
会
で
は
、
歳
末
に
あ
を
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

た
り
日
頃
恵
ま
れ
な
い
人
☆
を
募
金
期
待
額

慰
め
励
ま
し
合
い
明
る
い
年
越
三
○
○
、
○
○
○
円

と
楽
し
い
お
正
月
を
む
か
え
ら
募
金
期
問

れ
る
よ
う
歳
末
助
け
合
い
運
動
十
二
月
一
日
よ
り
十

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
二
月
十
五
日
ま
で

承
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
共
同
募
金
会
高
萩
市
支
会

輯

｜
ひ
ろ
は
な
号
」
関
東
肉
牛

共
進
会
で
優
勝

勝
し
ま
し
だ
。

催
勝
し
た
牛
の
川
育
者
は
安

良
川
の
伊
藤
二
三
男
さ
ん
で
、

「
ひ
ろ
は
な
号
」
と
呼
ぶ
牛
で

す
。
釣
年
８
月
奴
Ｈ
生
れ
の
メ

ス
で
生
後
三
八

か
月
、
体
重
六

三
○
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
写
真
の
よ

う
な
立
派
な
肉

牛
で
す
。

優
勝
し
た
「
ひ

ろ
は
な
号
」
に

は
農
林
大
臣
賞

を
始
め
、
た
く

さ
ん
の
賞
状
、

賞
品
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

／
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